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‘ 
北海道に於けるシエタード犬の性比
On ももesex-mtio of Shepherd-dogs in Hokkaido. 

(WiもhEnglish resume, p.42) 

竹 内 恭

Yn.sushi Takenouchi 

北海道大串瑚串部動物事教室

緒．論 動物に於て親の精築あるいは卵巣の巾で生産される玄， Y2型の配偶子は同教宛 (l:1）の割合で

作られ，又それ等が受精kあづかる機曾は均等であるぺきであるから， 0: 9 （［）性比は本来ならば常に I:Iで

あるべきである。鹿が自然界に於ける各種の動物の性比を見るむ必ずしも I:Iに存在せぬのみならず，季節，

親の年齢，受尾回数などの種々の保件によって性比に捷異を来たして居る ζ とは多〈の研究者の報告により明

らかであるくParkes1924; King and Stotsenburg 1~15; R. Hetwig 1912; Heape 1908; Machens 1915; 

Dighton 1922; King 1927；牧野・吉田 1948等〉。 犬の性比に闘しでは外闘に於て 2,3の報告がある。

Darwin c 1884白Jによれば12年間に於ける7000胎において0100：平101に営り，牡犬山設は年によって95.3乃奈
116.3の聞を前後するとu、ぅ。 Keller(1903）は各穏の犬．の 560胎に於て 0100：平107を得， Hauck(1917-

"1931）はrs胎のプルテ 9アに於て 0100: 9 147と報告してゐる。シエバード犬に闘しではsv＜ドイ．ツジエパ｛
ド犬協舎〉曾誌く1913）に向れば507胎， 3819頭の仔犬に就いて調査の結果は 0100：♀i引5と報告されとて居り．

3く LeonF. Whitneyく1937）は7462胎， 496ラO頭に就いて025ララ9: li2 2409頭を報告してゐる。 －

’犬の産仔白性比の季節的接見に闘しては， Dighton1..1922）の Greyhoundに於ける報告と Stephanitz 

(1932）ーのシェバード犬に闘するものとがある。 ・前者に於て牡は l,2月に比較的多＜ 3月から漸・撲の傾向をと

り， 6月から再び漸噌して9月に最高〈平100:0 122）を示し， 10月に入ると念激に減じ90.6となり 12月には

段低の87.6を示してゐる 0 x後者ではいづ‘れの月も牡が多し前者に比し大き．な莞は見られないが大体同様の
、傾向を示し，矢張り最高は9月，最低は10月で金〈同じ結果が示されてゐる。

此の調査に関しては北大理事部内田亨先生並びに牧野佐二郎先生の御懇篤なる御指導を賜った。謹しんで謝

意を表す。

材料 材料は北海道に於けるシエパ戸！－＂＇犬を封照とし， 主として日本ケンネタし クラプの犬籍簿を利用。L

併せて自分の蒐集した確貨な材料を加へて取扱ったもので，総数430胎， 2964頭が用ひられた。犬籍維は1946年

4月より 1949年2月までに登録せられたものを利用した。

調査及び結果

調査θ結果得られた性比は全体として 100♀： 103.85δである。以下月別，季節的の性比を

第1-3j表に示す＠
． 

第 1表 北海道に於けるシエパ戸ド犬の月別に見た性比並びに出産頭主主の費異

月別↓腹数｜ 0 平 10:1009＼平頭均出産数｜｜｜｜勾qI腹 数 1｜ 0 li2 Io= 1伽｜｜平頭均出数産

19 66 77 85.71 7.ラ3
II 同
9 16ラ 181 91.16 7.36 

2 2ラ 92 78 117.95 6.80 10 41 142 154 92.21 7.22 

3 34 108 13 9ラ.58! 6.50 11 32 109 122 89.34 7.22 

4 30 % 09 88.07 6.83 12 25 8ラ 87 97.70 6.88 

5 30 93 78 119.23 5.70 

・6 32 119 84 141.67 6.34 

7 59 231 

8 56 204 

99 16.091 7.29 II 

I .I 103.851 6.89 82 112.09 6.89 430 1510 
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第2褒季節別に見た性比投出産頭教の嬰異 第3農温寒期別比見た性比並出産頭数の捷異

季 節 ｜胎教~I ~I 中 Jo: 100平？ k出平産頭均数〉 P台数l0 j平 1.o: 100 ~ 1：均出長
釈 3月 5~ ） l95l 300 98.33 6.33 鰍 10吋百卜7ラ1594,6261 94.89 6.97 
夏（ 6月 8月） I 5ラ4'415 119.14 6.93 4月〉

秋（ 9月 1IJJ) l 41~： ~：：1 9し03 7.28 援期（4月lラ日ー 2ラ4/91ラI828/ U0.51 6.86 
100.41 7.03 10月1ラ日〉

冬(12月 2月） 2431 24 

King (1927）がシロネズミで調ぺた結果， 叉 Parkes ( 1925）の阪を用ひて調査した報告，

或いは He1twig ( Ul27）か人類に就いて見た結果等より見ても， 第一弐性比を考慮した各種

動物の性比は雄性卒。方がいづれも高いといふ一様な結果売示して居り， 犬に於ても前速の

Dnr"•in ゃ Stephani~ の報告では雄性率が高い。月別に見ると第 1 表に見られる如く 2 月。特
殊友例を除いては5, 6; 7, 8月の暖い時期医於て雄性率は著しく高まっている。季節別に見

ると（第~：－－3表〕春と各が大体 1:1を示し， 夏は著るしく雄性率が高くて100♀： 119.14 0で

あワて，秋は叉逆に最も雌性率が高く， Heape(Ul08 が家畜に就いて行った調査の報告， 豚に’・

於ける Mnchens <IJ報告， シロネズミに於て King(1B27）及び牧野・吉田（1948）の報告と

大休同様の傾向を示している。

ヨえにシロネズミで＂King(Ul27）が， 豚で Parkes( 1925）が， 又 L>. Hertwig ( 1927）が人

間に就いて胎見の時期に6の死亡率の高いととを指摘している。との黙をシェパード犬に就い

て見ると，第4表に見る様に全体の出産数に釣する死産率はさ与が僅かに高く，生後3ヶ月まで

に死亡する仔犬の死亡率は♀の方がやや高くはなってい亭がほど等しく， Kingその他の研究

者の指摘する傾向は判然と認められ友い。

第 4表 月別に見た北海道のシェパード犬死亡率

｜ ｜ 登録前死亡率 ｜ 
月｜ 死 産 率 ｜ 〈生後3ヶ月以内〉 ・ ｜綜合死亡率

I., a I . 字 J a I ♀ I a I 平
． 

9.99% 6.499話 ヰ99Ji? 7.79% 18.18% 14.299話

2 一 1.28 4.35 6.41 4.35 7.69 

3 2.78 5.31 10.19 9.73 12.96 J lラ.04

‘ ・4 3.13 2.75 6.2ラ 11.01 9.38 13.76 

う 1.08 J.28 6.45 6.41 7.ラ3 7.69 
．， 

6 5.04 2.38 6.72 7.14 11.76 9.52 

7 2.60 1.01 8.66 9.0ラ 11.26 10.05 

8 2.99 一 10.98 9.89 13.73 9.98 

。 2・42 4.42 1.81 ． 2.76 4.24 .7.18 

10 1.41 1.30 16.13 11.04 叫. 17.61 12.34 

11 2.7ラ 3.28 9.17 9.02 11.93 1189 

12 3.53 3.45 8.24 13.79 11.76 17.24 

' 
( 

卒均 2.8ラ 2.55 11.19 11.21 

ヨ貨に死産たらびに早死児のa駐比に就いては第5表に示す通りであるL

39 
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第 5表 ~エバ』ド犬の死産胎児 第51芝から，死産胎児ならびに早死児の雄性率の
なちびに早死児の性比 高いのは5月一8月頃であるといふ犬休のて傾向を察， 

｜死産胎児 ｜｜ 早~~： ｜綜性合比せる するととが出来る。さて King(1927）の精密に調
月の8性：IO比0♀、 の0: 1 平 0:1009 寄さ｛1..,たシロネズミの資料にると 3 受胎率と産見。

120 100 109.09 メ性比との間には並行的相関々係が認められ，受胎率ヘ
2 ~o 66.67 

の低下した月に於ける産児の性比は平均して雄性率
3 ラ0 100 82.35 

が低下L，受胎率の高い月にはそれが高くなるとい4 100 ラ0 60 

う 100 120 116.67 う結果が報告されている。との黙に関して北海道の

6 300 133.33 17う シエパ｛ド犬に就いても，第1表から第5表までの
7 
‘一
300 111.11 130 結果からみて，同様のととがいえる。即ち著者の調

8 会g 122.22 15ラ.56
査では（1949年に於ける〉受胎率の高い時期，所謂

9 50 60 ラ~.85
Breeding m加価は5;6月を頂上に 7,8用である。10 100 135.29 131.ラ8

11 75 99.99 86.67 それを考慮して見ると，北海道のシエパ｛ド犬に於

12 100 58.33 66.67 ては受胎率の高い，時期にはl者児，死産児，早死見。

雄性率が高い様で、ある。

母親の年齢によって産児の性比に費異のあるととが， ヌ各穏の動拘で報告されてゐる。人Ill］では Parke日

(1924）が母親が38歳以後の年齢になると声まれる子供は子の方抗高率になると報告してゐる。

Kiog and Stotsenburg { 191日はシ旦ネズミの母親の老齢に至るまでを4期に分けて調査したところ，年

齢の謹むと共に子供の雄性率が低〈なると~を報告してゐる。 一方， Parkes (1924）はノ、ッカネズミに於て初

産に於りる性比は 2 回以後の出産の性比より o ~率が小さいととを報告してゐる。

さで，北海道に於けるシエパ｛ド犬の母犬について，その年齢を12ヶ月 (1ヶ年）を単位と

して各期に分け，それ等の仔犬の性比主調ぺて見ると，第6表の様に・満4年を過ぎると徐々に

雄性率が低下してゆく傾向を認める。

－・

…一
川

齢年D
 
犬母

北海道に於けるシ:r.パード母犬の年齢に上る性比の慶異

13-24月 ， ． 54 174 
国
168 103.57 6.33 

• 2ラ－36 9ラ ． 368 308 119A8 7.12 

37-48 96 364 317 114.83 7.09 

49-60 72 
， 
253 2ラ9 97.68 ， 7.11 

61-'/2・ 35 101 143 70.63 6.97 

73-84 18 56 60 93.33 6.44 ． 
85-96 10 29 36 80.56 6.5 

97-108 ら 14 17 82.3ラ． 6.2 

109ー120 7 。 一 7 

0 ♀ 勺100¥f ｜声児教

さえに初産児と 2度目以後の産児の性比を比較して見るためにs犬籍簿の中から概営するもの

を濯び，その初産時の年齢を10ヶ月毎に各期に分けて比較して見た。
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第1褒母親の年齢による初産児の性比主
ニ同日以後の産児¢性比

’母犬の年齢｜腹数I0 I♀Io= 100♀｜平 均
I I I I ｜産児童t

；：三月I~~~I 2~~； ；；山：
31-40 I -24! 831 "';;1 ; ;;:;0 I : 5 
41二60I ~！ ；；！ぷI・ ；；；：~ l 0：~ 

初産児の性比は雄性率が全般に高く，又区切った

年齢の差の僅少の故もあると忠ふが，母親の年齢に

よって飴り大きな餐勤は認められない様である．二

回目以後の産見。性比は均体に於て 1:l に近く，

Pcなkes(1924）のハツカネズミによる報告とは大き

友ひらきがある。

初産見合計I12剖4671412 ~ 113.3ラ｜ 6.87 
2回目以後1勺以IQa1I QQ71 "' I 
産 ー 児I256j 891j 8871 100.~5 I 6,5 

一腹c仔犬に現はれる性比に関しては殆んど報告
が見られや， Whitney(1937）が一腹庇僅か1頭，も

しくは2頭しか産まない様な場合には8より♀が多

合のる一3一4666211448亡
場そけ一い一2の什
いてサ司71引引引利引〉ゆ
多い劃一ιp一ι務
のつ海一寸一計汁引引っ出比教に北Tl丁11111－－－｜島県

仔腹一三2341ラ15135岡山花
〉9－11Lilli－－111111Jl’fzu
即位表高一ロ行九mm998．恥ナ
一犬8可FYlilll1111一摘
回p一3344324234、＝ー
にド第一三ら許
針｛汁いl一3｜州川川引川引引川引か¢
反パ竹じlili－－ーーー表ザ
叉ヱ政一33008766430m
シ随一2222111111D凶

くの一w

ぶ一一口・）一蹴一55ラ5443333でい門
主比U7Ei－－汁汁11111川んた附闘い一♀－E4；f1151f（患い

れ一伊山一位。いけははけ仰ほとゴ－重一32222222224一言
Jιtk－信捷一自己
方る腹一br111111111ーま
の見一一9一112721ラ167υ
♀て刀一I11171111li－－－2
一、た一5一2374076611るhHYヘコ－凋〈一
：早ド一IlqァlIlli－－－ー見’

摘 要

向の9一〉－EZFb ．． ， 
傾表作け一什［腹
3 

。
g 
2 
9 
3 

4 

♀ 
る3：

い度一割胤
）仏領一即6

、片山郁一9は23・レし
か札消？川l以

るあいい円い叫
あでと一城そ
が様数「附「

2 ラ 6 
2 6 6 3 
2 7 7 3 。4 9 。5 10 。7 4 
3 司。 4 
ラ 。 8 
6 。 9 
7 。 5 

道ホ
海
北字削

JO 
8 
10 
3 
3 
8 
9 

: 
7 

主として日本ケンネルクラプの犬籍簿の資料にもと宇き，北；布道に於けるシェパード犬の性

比を調存.l，て，次の結論が得られた。

l) 、第一次性比をこ考慮して調査した庭では，♀IOd: ~ 103.85で，平均一腹出産頭数は6.89で

ある．

2) 季節的に見ると 5,6, 7, 8月θ緩い時期に雄性率が著しく高く，綜合して見ると受胎率

の高い時期には産児，死産胎児，早死児の雄性率が高い。

3) 母犬が年をとるにつれてく4才以後〉雄性犬は低下しp概して初産児は二度目以後のも

のより雄性率は高く，初産児の性比は母親の年齢によって大した愛勤は認められたい。

め 一腹の中の性比は~s ：♀8 と ~4 ：♀3の生宇るき容が最高である。
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Whitney, L. F. 1937. A Popular E.x:po日ition o~ the Scientific Principles underlying 

Repl・oduction and Heredity in Dogs, with Special Heference to their Practic'al 

. Application. －、

ftesume 

Litter px吋uctionn.nd the sex-1・・n.tiowere o凶ery吋 onthe basis of n series of birth data 

for Shepherd-dogs in Hokkaido, taken from kennel recぽd~ during もheyears from UJ46旬

1949. This series of data compl'ises .4:30 litters, contrtining 2964 individuals. 

The sex引ttiowas given悶♀ 100；δ103.85 inぬisseries a:μd出e川町agefor litter 

size was 6.89 (Tn.ble l）・ .The s~n.~onal difference in the sex-mti o is considern.bly great: the 

percen卸会eof mn.l伺 tendsto be higher in the-late _spring and summ町（110.51），也知 in

n.utumn and winter ( 94:.89 y (Tables 2, 3). 

The n.ge of the moも，her1seemingly influences the sex-ratio. The data indicate that the 

proporもionof males is high in the litter casts giv~n byもheyoung mothers. 

The' proportion of也esexes found in one li此erfalls mostly eiぬerinδ3：♀3 or in 

δ生：♀3.

ー

・．‘
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